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はしがき

東洋の特産である竹はわが国においては古くから栽培されており，各地に広く分布している。原料とし

ての竹材は木材と異なる種々の性質をもっており，その加工品は，われわれの日常生活において多くの面

に使われている。

竹林業は同じ林業のなかでも独得の性格をもつものであるが，その面積の山林面積中に占める割合はわ

ずかに 1.%以下である。したがって，竹材の生産量も木材に比較すればきわめてわずかであるが，一般の

樹木林と異なり竹林はほとんどが私有林で，しかも農家により所有経営されている c 竹林の所有規模は一

般に零細で，竹林業の発達した地方でもこれが農家の経営主体となることはまれであり，多くの場合副業

的に営まれている。

わが国私有林の山林所有規模は一般にきわめて零細であり，総山林所有者のうちで 1 町歩未満の所有者

の占める割合は 6 告tlを越える。これらの山林は一般に資本構成が低く経済性の劣った状態におかれており

多くは農用林もしくは自給用薪炭林とされ，経済林としての恒常的な経営は困難である。竹林もまた，全

国的に見れば原料としての竹材に対する需要は昔に比べて減少しており，近代産業の原料としての新しい

利用の道も十分に開かれていないままに若干の地域を除くと経済林としては取り扱われていないところが

多い。

この点京都府下乙訓郡地方の農家による竹林経営は比較的に恵まれた自然の環境と，近くに京都，大阪，

神戸等の大市場を控えた有利な経済的立地条件の下に古くから集約な施業が営まれ，経済性の高い竹林業

が営まれてきた一例である。その経営規模の総平均は約 4 反であり，林業規模としてはきわめて小さいが

そこから毎年相当額の収入を得ており，小面積経営の農家林業のー形態主して示唆を与えるところが多

L 、。

従来から竹林に関しては造林あるいは利用面からした研究円資料町叫が出ており，また京都府乙訓郡に

おける竹林業についても主として栽培技術面から紹介した解説書山があるが，生産の態様は最近かなり変

わっていること，また，これまで一般に竹林業についてはその経済性や農家の経営面から見た解説がほと

(1) 関西支場経営研究室員
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んど行なわれていないことなどから，本稿では乙訓郡地方における竹林業を主としてこのような観点から

考察し，あわせてその振興ヒの問題点についても簡単に触れて見たいと思う。

本稿の執筆にあたってご教示，ご協力をいただいた京都大学農学部ヒ田弘一郎教疑，半田良一助教授，

京都府庁林務謀本合技師に感謝の意を表するとともに，研究を実施するとにご配患をいただいた西村関

西支場長，ご批判とご指導を受けた経営部 江畑科長，松島室長，大内室長に心からお礼を rlヨしとげる。

1. 竹林栽培の沿草

京都府下における竹林栽培の歴史は古し平安朝の背にさかのぼるといわれ，当時文化の中心地であっ

た京都において管絃，茶道，華道等の用具として竹が使われたが，これらに供せられる竹材の量は少なく

近世に至るまで竹林業としての発達は緩漫なものであった。近|止にはし、って竹材は酒造業における輪竹と

して使われ，はじめて多量に消費されるようになり阪神商人による積極的な生産面への指導がはいってき

た。しかし竹林業が経済的な意義をもち，農家経営内における一生産部門として継続的な施業が行なわれ

るようになったのは，明治維新後土地制度が改革され農家が貨幣経済にまき込まれるようになってからと

いわれる。

京都府乙訓郡における竹林経営はこのようにして大正から昭和の初期にかけて最も盛んとなったが，そ

の後戦時の食糧増産，戦後の農地調整法により大面積の竹林が開墾され，現在ではI Liろく地帯や丘陵地帯

に残っている科度となっている。往時に比べて竹林面積は著しく減少しているが，なお竹林業としてはそ

の技術的水準，収益性などにおいて全国に誇りうるものであるの

2. 乙訓郡の地理的概況

乙訓郡は京都市の西南にあたり，面積 62.55 平方キロ，向日町，長岡Iflr. 久世村，大山崎村，大原野村

の 5 町+すからなる。地形は西南の二面が山岳や丘陵をもっておおわれ，東北の二面が聞けて山城平野に展

開し，ほぼ五角形をなしている。河川は保津川の下流たる桂川が東北部からはし、って本郡と京都市の境界

を曲流して大阪府三島郡にて淀川!と合流し，そのほか小畑川，小泉川などが郡の中部を蛇行して能川に合

流している。

地質は西部の山岳地帯に第三紀および第四紀層が分布し，東北の{民地借にやl'積層が広がっている。

交通の状態は東部平地帯を東海道本線が貫通し，向日間T. 神足. ~U崎の 3 駅があり，その西側を阪急電

鉄線が走り，東向日町，西向日町の 2 駅がある。道路は京阪国道を中心として四四によく発達している。

竹林の分布している地域にもトラック道が網の日のようにはいっており竹林産物の搬出に至便である。本

郡の農家は近くに京都，大阪，神戸の大市場を控え，良く発達した交通網とともに経済的な立地条件にき

わめて恵まれている。

3. 竹林面積と分布

乙訓郡地方を含み京都府下にはかなりの面積の竹林が栽培されてL 、るが，一般に竹林は林務行政におい

てあまり重視されず，詳細な面積，蓄積，生産量などに関する新しい統計資料が少ない。昭和 32 年度に

おける京都府庁林務課の調査資料によれば，乙訓郡における土地利用状況ならびに竹種別面積は次衰のご

とくである。
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第 1 表乙訓郡の土地利用状況
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山林面積 2 ， 354.6 町歩のうち約 2 割が竹林であり，西南部山地帯の山ろくやその東側に起伏する丘陵地

帯に主として分布しており，この地域は十数キロにわたって大面積の竹林におおわれている。農家戸数約

2 ， 500 戸のうち約半数が竹林を所有しているが，その所有規模の総平均は約 4 反で， 5 反未満のものが大

部分を占め，一般に小さいの竹林の大部分はモウソウチクとマダケであり，その他わずかにハチク，クロ

チクが残っている。モウソウ畑もかなり多く，竹林と同じ地域に分布している。モウソウ畑は外観的には

竹材林と似ているが，その林分構成，作業形態，収穫等は全く異なり地目 kは畑地として取り扱われる。

4. 生産の態様

乙訓郡地方の竹林経営農家においてもと記のごとくに竹林の所有規模は一般に小さく，山林についても

ほぼ同様であり，一部の例外を除くと，農家の経営主体は農業部門にある。

以下この地方における竹林業以外の各部門における生産の態様を簡単に述べる。

農業

東北部の平地帯には広く耕地が開けているが，作付面積の平均は約 6 反で比較的少ない。

まず稲の品種としては中生新千本，農林 17 号，農林 22 号，朝日 4 号等があり，最近では保温折衷商

代による早期栽培，西部寒冷地帯には健苗育成等が行なわれている。耕作方法としては畜力利用が大半を

占めているが，最近では動力耕転機も除々に普及している。肥料としては，この地方では大都市に近いの

で有機質肥料には下肥が使用されることが多く，堆厩肥は少ない。その他，化学肥料が多少使われる。稲

作 1 反歩あたりに投入される労働量は，往時には年 50'""70 日といわれたが，現在では機械化や薬剤使用

等技術の進歩により著しく減少しだいTこい 20 日前後とみられる。反あたりの収穫量は 2.7"-'3.0 石く

らいである。
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水稲の表作として大部分の農家が麦を作付けしているが統制がはずされてからその生産量は減少してお

り，ピーノレ麦に重点がおかれている。しかしこれも予約買付制のため，制限なしに作ることもできない。

小麦や裸麦も食糧や飼料として若干消費されるが外国輸入小麦に販路をうばわれ，現在ではし、ずれも生産

は減っている。

ソサイ作は昭和のはじめごろから近郊諸都市の膨脹とともに徐々に盛んとなり s 現在では農家の大きな

収入源となっている。品目別に出荷量を見ると「ナス」が最も多く，次に「ナ類」である。商品化率は86

%に及んでおり，このうち 38 ~ぎまでがいわゆるふり売りであり地元の消費者へ販売されるのソサイ作は

各部門のうちで単位面積あたりの労働や資本財の投入は最も多いがその収益性も大きく， 反あたり 6"-'8

万円ぐらし、をあげることができる。

林業

乙訓郡には第 1 表に示したごとくおよそ 2.000 町歩の山林があるが，その大部分は西南部の大原野村に

集中し他の町村には少ない。乙訓郡全体の山林所有規模別農家戸数を示す資料がないが，一般農家の山林

所有規模はきわめて零細で 1 町歩以下のものが多L、。しかし山林所有規模の大小にかかわらずこの地方の

山林に対する取扱いは全般的に粗雑であり，多くは雑木林のまま放任されている。この原因はこの地方の

農家が経済的な諸条件に恵まれており，林業以外の部門から一応生活に必要な現金収入を得ているため

に，山林を改善しこれからさらに収入を得ょうとする積極的な意欲に乏しいためと思われる。

ILi林からは毎年もしくは数年に一度家庭JH燃料材が採取される。この地方は大都市ーに近く交通も便利で

近年急速に開けており，燃料としても石油コンロやプロパンカeスを使mする農家が徐々に増えているが，

大多数はまだ薪を使っている。

モウソウ畑作

狭義の竹林業は竹材林業のみを意味するが広義にはそウソウ畑作をも含める。竹材の収穫を主目的とす

るモウソウチク林とタケノコ採取を主目的とし竹材は副産物として取り扱われるモウソウ畑とは外観上は

同じく竹林として見られるが，その林分構成，作業形態は非常に異なる。

モウソウタケノコは品目上ソサイとして取り扱われ，モウソウ畑作は農業生産部門にはいるが，この地

方の農家にとっては，その総所得に占める割合や年間の労働投入配分上に占める位置は大きく，施業面で

は竹材林業との関係、も深いので，次にモウソウ畑作における作業形態，収入等につき少し詳しく述べる。

しかし栽培技術についての詳しい紹介は本稿の主目的でないから，詳細については他の解説書引を参照さ

れたい。

本郡のモウソウ畑作はその歴史も古く，生産量と品質とにおいて全国に誇りうるものである。この地方

のタケノコが品質よく商品として高い価値を有するのは，その栽培が集約に行なわれたことにもよるが，

またその大きな因子として栽培地の土質に恵まれていたからである。土質として最もすぐれているのは粘

土がかった白土であり，次に粘質の赤土で，不適当なのは砂擦の混じった土で，特に赤土よりも黒土がよ

くないとし、われる。

(イ)モウソウ畑の造成: 乙訓郡においても最近モウソウ畑が新しく造成されたとしみ例はないよう

であり，ただモウソウチク林をモウソウ畑に転換している例が若干ある。したがってここでは一応成林し

た状態における施業にのみ限定する。

〔ロ〉施肥・除草: 肥料としては下肥が最も一般的に使用され?反あたり 300 貫くらいずつが年間 2
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-3 回施与される。モウソウ畑では竹材林に比べて立竹本数がはるかに少なく反あたり 150-250 本程度

であり，林地には陽光がはいりやすく雑草類が繁茂する。したがって除草手入れは春から秋にかけててい

ねいに行なわれ，地表は常に美しく整理されている。これらの諸作業に要する労働量は年間延べにして反

あたり 7-10 日くらいと見られる。

(ハ〕敷わら・土入れ: モウソウ畑では土獲の理学的性質を改善して地下茎の伸長を促進し，またタ

ケノコの品質を高めるという目的から普通敷わら，土入れが行なわれる。この作業は 100-200 束の稲わ

らを林地に敷き並べ，その上に畑の一隅から土を掘り取り厚さ 3cm くらい置土する。 この作業は冬期

12-2 月にかけて行なわれ，反あたり 7-12 日くらいを要する。

(ニ〉母竹の更新: モウソウ畑の母竹は 150-250 本であり. 7-8年生くらいで伐採されるから，

毎年反あたり 15-30 本くらいを伐竹し，この分を新しく母竹として仕立てる。母竹を仕立てるにあた

り，梢止め，梢切りなどと呼ばれる処理を行なう。これは母竹の梢頭部を切り取り，枝葉を少なくして地

表に陽光を当てることを目的とし，植物養分の均衡上にも効果があるといわれる。この母竹の伐採と更新

に反あたり 1.....2 日を要する。

(ホ〕収穫: モウソウチク林から毎年発生するタケノコは反あたり 100-200 本くらいであるが，モ

ウソウ州!として上記のように処理されると 600-1.000 本くらし、が発生し，タケノコとして 200-300 貫

くらいを収穫することができる。商品としてのタケノコを採取しうる期聞は短く. 4-5 月に至る約 1 カ

月間であり，この時期には毎朝早く 4-5 時ごろから掘り取り，約 4 貫入りのかごに入れて林縁もしくは

部落の集荷揚に集めて取引業者に引き渡す。収穫期を通じて反あたりに必要な労働量は 6-8 日くらいと

見られる。

以上，モウソウ~Ill作 1 反歩に投入される総労働量は年聞を通じて 20-30 日である。

モウソウ畑作はこのようにかなり労働集約な部門であり，単位面積で比較すれば稲作や麦作より大きく

竹材林の 10 倍くらいを必要とする。

これらの労働の作業工程は土地条件により相違し，たとえば土入れにおいてその土質が砂質であれば板!

り取りが答易で. 1 反歩の作業を 5 人くらいですますことができるが，反対に非常に粘土質の土地では捌

り取り置土が困難で，反あたり 10 人以上を要する。これは施肥についても同様で，普通肥料としては下

肥が使われるが. 11巴溜場からモウソウ畑までの距離，地形などにより 1 人 1 日の作業工程が異なるn した

がって上記のような反あたり投下労働量の大きな差は生産集約度の幅というよりモウソウ畑の立地条件の

相違により現われるものと考えられる。

(へ〉収入: モウソウ畑からは上記のように反あたりにして 200-300 貨のタケノコを収穫すること

ができるが，その販売所得は土地の性質によって異なる。一般的にみて砂質の土地ではタケノコの収穫は

量的に多いが品質が劣り，発筋の最盛期でも 1 貫目あたり 70-100 円くらいのものが多い。これに反して

粘土質土壌の畑地では収穫量は少ないが平均して品質がすぐれており，貫あたり 150-200 円くらいのタ

ケノコをうることができるO したがってモウソウ畑 1 反歩からは 20.000-30.000 円の粗収入を上げるこ

とができるが，その内容は個々の場合で異なる。

モウソウ畑からはその主産物であるタケノコ以外に既述のように 1 反歩から 15-30 本くらいの竹材を

収穫しうる。しかしこの竹材は 7-8 年生くらいのものが多く，普通加工品原料としての竹材が 3-4 年

生であるのに比べて古いこと，またタケノコ畑は立竹密度が小さいので竹は日焼けしており，さらに梢切
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り処理により短くなっている等品質において劣っている。このためモウソウ畑から伐採された母竹が商品

として販売されることはまれで，燃料として家計に消費されるか，あるいはかきの修理などに使われる。

5. 竹林業生産の態様

これまで，乙訓郡地方の竹林業をになう農家について，各生産制i門の態様を簡単に述べたが，次にこの

地方において代表的と見られる 5 戸の竹林経営農家についての調査を基とし，その他町村役場における聞

き取りなどを参考として，竹林業の経営規模，技術水準，収益性などについて解説し，さらに農家経営や

経済の循環構造内における位置などについて考察する。しかしここで竹林の栽培技術面同期する詳しい解

説を行なうのは本稿の主日的からはずれるので，細かい点は他の文献7)別的を参照してもらうこととし，こ

こでは理解のために必要な程度にとどめる。

なお乙訓郡における竹材生産は第 2 表に示したように，モウソウチク，マダケが主体をなしている。そ

の他ノ、チク，ウンモンチク，キツコウチクなどが局部的に生産されているが量的に少ないこと，また最近

はモウソウチク，マダケなどを素材のまま出さず，これを林地で種々加工して四角竹としたり，人工的に

斑紋をつけて高価に販売している例が若干あるが，まだ一般的には普ー及していないことなどから，本稿で

はマダケ，モウソウチク林の素材生産のみに限定して述べる。

5.1. 竹林経営の基礎条件

竹林の土地生産性を論ずる場合に，まずその基礎条件となる竹林の白然立地条件すなわち土質，地形，

気候等に対する適性が明らかにされなければならない。

竹林の自然的環境条件に対する適応性111却l合に幅が広く，本邦では北海道を除き全国に分布している。

しかし気候について見れば竹は本来暖帯の植物であり，一般的には積雪の少ない温暖な地域を好む。京都

府下においても乙訓郡を中心とする気候温和な南部諸都に竹林業が良く発達している。

土壌の理化学的性質と竹林の生育との関係については 2， 3 の報告があるが，竹は比較的やせ地に耐え

る植物であり， また土壌酸性にも強い。 むしろ土嬢層の深いこと， 透水性や通気性にすぐれていること

等が大切な条件となる。もちろん肥よくな土地においては竹林の林分成長量は大きく良質の大径材が得ら

れるが，また半面竹材の使用目的によっては粘りや強度が重視され，この場合肥よくな土地や強く肥培管

理されている林地から得た竹材は軟らかくて使えず，むしろ多少ともやせ地に生育した竹材が求められ

る。

地形との関係は林地の水はけや伐採した竹材の搬出などの点から，いくぶん傾斜した場所が良いとされ

ているO この点乙訓郡地方の竹林地は第三紀および第四紀層に属し，土質は壌土，砂壌土が多く，土壌層

は深い。山ろく，丘陵に分布する竹林は 5........10 度の傾斜地に立ち，立地条件に，恵まれている。

5.2. 経営規模

次に 5 戸の調査農家について各生産部門の経営規模と農家所得における割合等について示す。

ここにかかげた事例はいずれも農業および竹林業の複合経営をしているが，このうちA ， B , C の農家

は農業を主とし竹林業は小規模な冨Ij業程度に行なわれている事例であり， D家は竹林業の占める割合が大

きく， E家では竹林業，山林業が経営の主体をなし農業は自給程度に行なわれている。第 1 表において述

べたように，乙訓郡の現状からすれば竹林業はA， B, C家に表わされた小規模な生産が大部分であり，

これらが乙訓郡における竹林経営をその生産規模の面からは代表しているものと見てよいe
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農家計三|井市耕 その他

反

2.9 

A

B

C

D

E

 

円| 円 円 円 円 円i 円 門

A 
127 ,200 117 , 800 182 , 850 24 ,600 。 。 。

452 , 450 
(28.12) (26.03) (40.41) (5.44) (100) 

B 
124 ,900 75 , 000 96 ,000 5 ,000 

。 。 6 ,000 306 , 900 
(40.70) (24.44) (31.28) (1.63) (1. 96) (100) 

C 
253 ,000 95.000 135 ,200 17 ,000 16 ,900 。! 。 517 , 100 
(48.93) (18.37) (26.15) (3.28) (3.27) (100) 

38 , 200 65 , 000 105 ,000 47 ,600 51 , 510 507 ,310 
D 0120山O

(7.52) (12.81) (20.69) (9.38) (10.15) (39.42) (100) 

E 
60 ,600 

。
134 , 000 156 , 125 96 , 900 37 , 590 : 10 ,000 495 ,215 

(12.24) (27.06) (31.53) (19.57) (7 同 i (2.02) (100) 

林|その他|

入収

ソサイ作|高ウソ五 I~ ウソ ~I~ ダケい1I

粗別門部第 4 表

農家|米麦作|

第 4 表に示した金額は各部門における主副産物の販売額のみであって，家計消費額ならびに経営内仕向

ソサイ作からの収入が大きC家においては稲作，は含まれていない。このうち，農業を主とする A， B , 

な割合を占め，また乙訓郡地方の特徴としてモウソウ畑作が農家経済に重要な位置を占めているのが認め

られる。

竹材林からの粗収入はA， B , C家におけるごとしその経営規模が 3 反程度の場合には農家総収入の

5%前後であり， 1Hこ比べて竹林面積の著しく減少した現在では個別経済における竹林業の重みは一般に

少なくなっている。 E家のごとし竹材林の収入が総収入の 50 %を占める農家はきわめてまれである。

山林についても A"""'D家のようにその所有規模が数反程度の場合にはいずれも数年に一度自給の薪を採

取する程度にすぎず，貨幣経済面には全く現われない。 E家においては毎年 3 反程度の山林を立木のまま

ヒノキを植栽している。薪として売却し，跡地にスギ，

作業形態と年間労働配分5.3. 

農業生産の諸作業には季節的制約があり，年間の労働投入には多少とも繁閑の差をまぬがれない。農家

経営においてはできるだけこの農繁期の山を低くし，農閑期の谷を埋めて季節的失業状態をなくし，年間

各期の労働配分を平均することが望まれる。乙訓郡の竹林経営農家にあっては竹材林，モウソウ畑を含め

た竹林に対する労働投入により農閑期の労働力を効果的に使用している。このうちモウソウ畑に対する諸

作業については前述したが，次に竹林業における諸作業の概要と投入労働量およびその特異性について述

ベ，さらに農家の年間労働配分との関係を示す。
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乙訓郡地方においても最近新しく竹林が植栽された例はないので，ここではいずれも成林した状態にお

ける施業法についてのみ触れる。

モウソウチク林: モウソウチク林はあらゆる竹種のなかで最も粗放に栽培しうる。まず除草手入れで

は，モウソウチク林は反あたりの立竹本数が 500--600 本ぐらいであり，成林した状態では他の竹種より

ウツベイ度が大きしまた毎年の落葉量が多いのでこれが林地に相当の厚さで堆積しており，林地には特

に耐陰性の強い潜木・草本類しか生えない。さらにモウソウチクはきわめて勢力の強い竹種であり，林地

に生えている多少の雑草木によりその成長が阻害されることはまずないと考えられ，除草や手入れの手間

はほとんど必要としない。施肥も一般に少なく，全く施J1~していない例もかなりあるといわれ，家庭のじ

んかいを捨てる程度の農家もあり，熱心な栽楕者にあって下Jl巴，化学肥料その他が若干施与される。

以ーとモウソウチタ林に関しては施肥，手入れ等，施業面には年間反あたり 1'"'-' 2 日くらいの労働量が投

入される程度である。収穫面の仕事としては若干のタケノコが掘り取られるのみで竹材の伐採収穫はほと

んどの場合専門の伐竹夫によって行なわれ，農家の家族労働によって行なわれることは特別の例外を除い

てないものと見られる。この理由は竹材の伐採，特に校払いなどに多少の技術を要し，また伐採が多くの

場合秋に行なわれるので農繁期の諸作業と競合することが考えられる。

マダケ林: まず施肥については，下肥を反あたり 200'"'-'300 貫もしくは化学肥料を 5-10貫程度適時

散布する。これに年間 1 - 2 日を要する。

マダケ林地には春から秋にかけてかなりの雑草がはえるので，毎年数回下刈り除草が行なわれる。しか

し竹材林ではモウソウ畑と異なりこの作業はあまりていねいに行なう必要はない。林地の保護のためにも

多少の草類は残しておいた方が良いといわれる。これに要する手間も年間延べにして反あたり 1--2 日程

度ですむものと見られる。その他管理的な住事としてかきの修理，見回りなどが行なわれるが，量的には

わずかである。以上マダケ林の施業面における仕事には年間延べにして 2-4 日くらいの労働量が投入さ

れる。収穫面の仕事としてはタケノコの楓り取り，竹皮の採取に 1 -2 1=1要する程度で，主産物である竹

材の収穫に関してはモウソウチF林の場合と同じく竹材業者が竹伐りを雇って行なう。

このようにマダケ，モウソウチク林とも，竹材林に対する単位面積あたりの労働投入量は農業部門に比

べて著しく少ない。また労働投入の状態は農作業と異なり家族が 1 日引き続いて竹林内で働くことは少な

く，農作業の合い聞に適時に行なわれる。たとえば施JI巴につレて見ると，化学肥料などは 1 日 1--2 時間

くらいずつ散布したり，下肥はモウソウ畑に施与されるときいっしょに行なわれることが多い。除草手入

れも必要を認めた時適時行なわれる。これら諸作業の適:)J;)Jについてははっきりした定説がなく，個々の栽

培者により若干意見が異なる。労働投入の季節的制約が一般に少なく融通性の大きなことが竹林労働の特

異性である。

調査農家について竹林に対する年間延べにした労働投入量は次の第 5 表のごとくである。

同表においてA家のモウソウチク林の反あたり投入量が多いのは肥料として下肥を相当施与しているか

らであり， D家のマダケ林については副産物であるタケノコや竹皮の採取調製に比較的多くの手を入れて

いる。肥料や収穫物の数量，性質については次の 5.4， 5.5 に示す。

伐竹集材を農家自らが行なう場合にはさらに反あたり 1""1. 5 日くらいの労働量が増える。同表に示し

た労働量の単位は 1 人 8 時間としている。乙訪問11全体についてみればこの点から見た生産集約度はさらに

幅が広く，施業面の作業は全く行なわれず，ただ適当に伐竹している例もかなりあるものと見られ，反対
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第 5 表竹材林部門の年間投入量

ケ

i ß巴| タケノコ 計 |反投あたり 施手 肥|タケノコ引整 計 |反投あ入た量りi 入れ 採取出荷 入量 入れ皮採取調

A 9 4 13 4.1 

B 2 。 2 2.0 

C 2 2 4 2.0 2 3 5 2.5 

D 4 5 9 1.0 16 27 43 5.5 

E 30 31 1.0 25 4 2ヲ 2.9 

に反あたり 10 人以上の手を入れて熱心に栽培されている竹休もある。上表にかかげた事例は概略の標準

を示しているo

これを単に数量的に竹林業における作業形態は上記のように同じ林業のなかでも特異なものであるが，

労働集約度を林業と比較すると次のごとくであるつ最も集約的な経営が行なわれているとみられる吉野地

方の皆伐作業6)において労働の投下量は年平均 1 町歩あたり 7 人くらいであり，岐阜県今須村における択

乙訓郡地方の竹林経営は背に比べて著しく粗放化している伐作業1)では同じく 15 人くらいといわれる。

が，なお林業としてはかなり労働集約な形態をもっている。

5 戸の調査農家における年間の労働配分を示す。次に，

第 1 図において農業として示した部分には米麦作，ソサイ作，養畜等を含めている。その主体をなして

いる稲作は 6~7 月の田植期と秋の収穫期に農繁の山があり，麦作を行なうと秋の整地播種と春の収穫が

重なってこれを一層強化する。一般の農業部門のみの労働には年間 2 つの農繁の山があるが，その間に現

われる農閑の谷はこの地方では山林，竹材体，モウソウ畑などに対する労働投入で多少とも埋められてい

日
市
曲
目
咽
却
盟
副

W

日日 111 四

る。

iz;山内日 1 門j同 ih 門~~~門 n~n
日
刊
日
田
岨
却
却
陥

(E農家)

iHiii 門 ~n 門開門 ~n
調査農家の年間労働配分第 1 図
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C家のごとく数反程度のB. しかし，このうち竹材休に対する家族労働の投入量はその所有規模がA，

場合には絶対量がきわめてわずかであり，農家の年間労働配分の上にはほとんど影響しない。山林につい

この 2 つを合わせても総労働量の 5 ~￥を1:11なし、。農閑の谷を大きく埋めているのは労働ても同様であり，

C家にあっても総労働量の 2"'-'34-5 反を栽培している A ， B , 集約度の大きなモウソウ州I1l'Fであり，

割を占めている。

各部F'Jの面積比率から見ると，農業を主とし竹林業は小規模に行なわれている A ， B , C家に比べて竹

林業が大きな比率を占める D ， E家の方が，年|詰!の労働配分は良く平均化され繁閑の差が小さく，家族労

f劾が無理なく使Jtlされている。

ここにあげた調査事例は数が少ないので一般的な結論は出し得ないが，家族労働の稼働率は年間 1 人あ

たり 200 日前後である。

上記のようにモウソウ畑作を含む竹林労働は概して農業労働とは競合せず，農業労働の繁|却切のはげし

い凹凸を効果的に埋めているが，なお農閑期の家族労働力には若干の余裕を残している。農家経営の最終

目標が総所得の最大ではなく全体としての生活水準の向上にあるという観点に立てば，年間をゆとりなく

満度に働くことが必ずしも経営の改善にはならないが，各農家が保持する余剰労働力をいかに有効に活用

するかが一つの謀題であり，竹林業は条件さえ許せばさらに労働集約度の高い作業形態をとりうるわけで

ある。

収穫および収入5.4. 

竹材林は成林した状態では法正な択伐林と同じく毎年だL、たい同量の収穫をうることができるが，これ

4"'-'6 月ごろに地下茎から伸長したタケノコが地上をささえる林分成長の性質は全く異なる。竹林では，

に頭を出す。その後は前年度に作られて地下茎中に蕎積されていた純物養分を消費しながらきわめて盛ん

くらいの竹となるに成長し，約 1 カ月間で完全に成竹となる。目通り直径で 5"'-'10 cm， 長さ 10"'-'20 m 

わけであるO 一度成竹しおわるとその後は何年たっても肥大成長，上長成長ともに全く行なわない。した

がって竹林では樹木林のごとく毎年の単木成長というものはなく，ただ毎年新しく発生する新竹の成長が

一
り
入

一
た

E

一
あ
4

一
反
粗

7 ， 687円
5 ,000 

8, 500 

5 ,288 

5.204 

入l灰粗
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林分成長として現われるつこの林分成長量に相当する竹材量を 3"'4 年生の古い竹から伐採収穫すること

ができる。伐竹は毎年，もしくは隔年に行なわれることが多い。伐竹，結束法等については省略する。

次に 5 戸の調査事例について，竹林からの収入をみると第 6 表のごとくである。

既述のように竹林からは毎年あるし、は隔年にほぼ同量の竹材を収穫しうるが，実際には年々の気候条件

により

竹林から得られる粗収入は必ずしも同一ではなLい、、。個々の竹林では，地位や取扱いによっても異なる。

モウソウチク林: 地位によってかなり差があるが，中府のところで反あたり 40"'60 本くらい，束数

にして 30"'50 束を収穫しうる。竹材の単価は品質によって異なり，特に良いものでは立竹で l 本 250 円

くらいするが，平均して 100 円前後であり，不良品は 50 円もしくはそれ以下である。伐採し土場に積み

上げた竹材はその長さ，太さ，節関長，節の高さ，粘りなどを見て品質によって価格を査定し取り引きさ

れる。この売買はすべて業者と栽培者間の個人取引きであり，組合その他の共同組織は存在しない。

モウソウチク林から，竹材以外に若干のタケノコが採取される。これはタケノコが成竹する過程で成長

をとどめる“止まりタケノコ"と呼ばれるもの，ならびに細いタケノコでそれを伸ばしても太い竹になら

ぬと予想されるものを蜘り取る。この止まりタケノコの判定には多少の熟練を要するが栽培家達は長年の

経験から見分けることができる。

タケノコの成長は非常に盛んで，そのため地下茎中に貯蔵されていた植物養分すなわち炭水化物やタン

白質， リ γ化合物を多量に消費する。したがって，将来成長をやめて腐敗するタケノコや，また太い竹に

ならぬと思われるこれらのタケノコは，できるだけ早く掘り取った方が残ったタケノコの成長を促し太い

良質の竹とする上によい結果をもたらすといわれる c

竹材林から抑り取られるタケノコは上記のような理由から，モウソウ畑から収穫されるものに比べて品

質が劣り，これがそのまま青果市場へ出ることは少ない。大部分はかん詰の原料として加工業者へ販売さ

れる。単価も 1 貫目あたり 30"'60 円くらいであり，一般に安い。しかし上表民示されているように，竹

材林から得られる粗収入においてこれらのタケノコの販売収入の占める割合は比較的大きい。 5 戸の事例

では最も多く収穫している A ， C家の例で反あたり 70 貫くらいであるが，手まめに仰れば地位の良い場

所では 100~150 貫をとげることができるから，このような場合，タケノコの販売額が主産物である竹材

のそれより多いこともあるわけである。

このようにモウソウチクの竹材林からもタケノコを収穫することができて， しかもそれは現金収入を得

られるのみならず竹林の林分構成を改善する上にも効果があると考えられているが，この撫取り作業は時

期が 4"'5 月で，モウソウ畑からの収穫，稲作や夏ソサイの準備に忙しく，また比較的収益性の低い繁雑

な仕事でもあるのであまりていねいに行なわれることは少なし普通には反あたり 20"'30 貫くらいしか

収穫されない。

以上，モウソウチク林からは主産物，副産物を含めて毎年反あたり 5 ， 000""8 ， 000 円くらいの粗収入を

うることができる。 A'C家のモウソウチク林は比較的集約に栽培されている例である。

マダケ林: 原料としてのマダケ材はモウソウチクよりすぐれているが，その林分成長量は小さい。普

通反あたり 15""30 束くらいが，毎年収穫しうる c マダケの単価は一般に高く，目通り周囲 20""30 c帥，

利用しうる竹幹長 20 m, 節聞が長く，節の低いものが最上とされ，このような上竹では束あたり立竹売

払いでも 300""400 円くらいである。普通 250"'300 円くらいのものが多く，不良品で 150 円くらいもし
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くはそれ以下である。竹材の伐採取引はモウソウチクの場合と同じである。

マダケ林からも，竹材以外に若干タケノコが採取される。これもモウソウチクの場合と同じく止まりタ

ケノコや細いタケノコであり，大部分かん詰用に使われるが，マダケのタケノコは 6 月ごろに発生し，モ

ウソウタケノコが出終わった後に出荷されるので一部は青果市場で珍重される。この作業もちょうど農繁

期にかかるので反あたりの収穫量は比較的少ない。

マダケ林の副産物として価値の大きいのは竹の皮である。タケノコが成竹する過程において，その皮を

林地に落とす。 これを捻い集めて乾燥し調整したものは肉類の包装川その他の用途に使われ， 貫あたり

300""'400 円くらいで販売される。これは良い竹林でたんねんに拾い集めれば 1 反歩から 10""'15 貫を採取

することができ， 4.000""'5.000 円の収入となるが，タケノコの場合と同じくこの時期は農繁期を直前に

控えており，忙しし、のであまりてし、ねいに拾われることは少なし拾うとしても比較的良質のものを反あ

たり 3""'5 貫くらい採取する程度である。

以上マダケ林からの粗収入は， 1 反歩あたり主産物，副産物を含めて 8 ， 000""'10 ， 000 円とみられる。特

に恵まれた立地条件のもとで，家族労働力にも余裕があり，手入れがゆきとどき，副産物の収穫もていね

いに行なわれた場合には反あたり 15.000 円くらいの粗収入を上げることもできる。第 6 表にあげた事例

は本郡におけるおよその標準を示すものとして見てもらえばよし、。

このように竹材林 1 反歩からは，成林した状態では反あたり毎年 5 ， 000""'10 ， 000 円くらいの粗収入を上

げることができる。これは単位面積あたりの粗収入からすれば農業部門の数分の 1 であり，また一般にそ

の所有規模が小さいから農家経済に竹材林の占める位置はこの地方でもあまり高いものではないが，半面

小面積経営の農家林業として見た場合 l 田1 歩換算で毎年 50.000""'100.000 円の粗収入が得られるというこ

とは高L、収益力を有するものといえる。

集約な林業経営の一例とみられる前述の今須村のスギ択伐作業では標準として1U1r歩あたりの平均成長

量 20-30 石，立木{問石あたり 2.000 円前後である。もちろんこの場合自然的，経済的な立地条件が異な

るからこれだけで乙訓郡の竹林業とその収益性を比較するのは当を得ないが，乙訓郡の竹林経営が林業と

して有利に行なわれているものとみて差し支えなかろう。さらに竹林がもっ山林と異なるもう 1 つの利点

は，経営規模がわずか数反程度の林業規模としてきわめて零細なものでも毎年恒常的に収入をうることが

できて，経済林として取り扱うことが可能な点である。

モウソウチク林やマダケ林から収穫される竹材は，その一部がかきや杭，あるいは稲架材などとして家

計や他の生産部門に仕向けられるが，一般にその量はわずかである。またこれは毎年取り換える必要はな

くていねいに取り扱えば 5""'10 年くらいは耐用するから毎年の仕向量としては無視しうるくらい少ない。

さらに竹材は，燃料としても若干消費される。竹材は燃焼による発熱量が大きく取扱いも便利な材料であ

り，戦後燃料に不足した時には薪炭材として相当量外部に移出された。現在このような目的で販売される

例は見ないようであるが，農家では主として風目の燃料に薪といっしょに使用している。量的には少なく

除伐材など商品的価値の低いものが使われる。副産物としてのタケノコも，これが農家の食用に供される

ことは少ない。このように，竹材林部門からの生産物はいずれも農家の自給経済面にはあまり関与しな

L 、。

5.5. 経営費

調査農家における竹林業の経営費を示すと，次表のごとくである。
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第 7 表経 営 費

〈モウソウチタ〕

流 動 費
固定資産 経営費 反あたり

農家 RE 業} 間税

種類・数量|金額
諸材料 労働費 償却額 計 経?者費

下肥 1 ， 000貫 円 円 fLJ 円 円 反 円
A 

硫安 3俵
3 , 975 446 954 5 , 375 3.2 1,679 

B 硫安 0.5俵 400 98 134 632 1.0 632 

C 化学肥料 (3要素〉 1,605 393 308 2 , 306 2.0 1, 153 

D 。 563 2 ,017 2 ,580 9.0 287 

E 硫安 10俵 8 ,000 945 8 ,495 17 , 440 30.0 581 
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乙訓郡の竹林業において経尚資として現われるのはヒ表のように，多くの場合物財費のみであり労働費

ははいらない。

このうち流動費として示したのは，農家経済外に支払われるものである。肥料については 5.3 において

簡単に触れたが9 最近は使いやすい化学肥料が一般に普及しており，下肥その他の有機質肥料を施与する

農家は少なくなっている。林地の理化学的性質を改善するためには有機質の投入が望まれるが，伐竹に際

して枝葉を林外に持ち出さなければ化学肥料だけでも差し支えない。 D家では最近，マダケ・モウソウチ

ク林とも全く施肥していないが，林地は土壌層が深く竹林の生育に恵まれている。諸材料費は各種の農器

具類や作業衣等を含めているが，竹林部門だけに必要な器具資材というものは特になく，宅幸通，耕種部門

のものを共用しているから，竹林関係だけの費用額は判然としないが，ここでは農家経営内で年間に使用

されるこれらの購入，修理費の総額を竹材林部門の所得割りとしたものをかかげたっ缶詰用タケノコはカ

マスに入れて出荷するが，これは普通買入業者のものを使う。ただ一部ソサイとして市場へ出すものには

若干の容器購入費が計とされる。その他，特に資材を要しない。固定資産減価償却額はこの場合，おも屋

の 2 分の 1 と付属家屋の全部について農林畜産業用固定資産評価標準引による評価額から 1 年間の償却額

を算出しこれを竹林部門の所得割りとして部門負担額を計上した。

前述のように，この地方では竹林業に雇傭労働が投入されるこ主はほとんどない。栽培商の竹林労働は

一般に少なしまた農閑期に行ないうるから特別の場合を除けばすべて家族労働力だけで十分である。伐

竹集材は 5.3 にも述べたように普通竹材業者が伐竹夫を雇傭して伐らせるのが慣例であるが，まれには経

営者自らが伐竹夫を雇っておこない，竹材を土場渡し価格で売り払うこともある。この場合の伐竹集材費

は次のごとくなる。伐竹夫の日当は一般に高く 600"'-'700 円くらいであるが， 1 人 1 日の伐竹工程は竹の

太さで異なる。竹材の数量単位には，普通“束"が使われる。本稿では結束法についての説明を省略した

が，竹の太さにより 1 束あたりの本数が異なる。この地方で標準とみられる目通り周閤 7 寸前後のマダケ

材では. 1 人 1 日に 20 束くらいを伐竹しうるn 成長のよい竹材で大径材がそろっておれば 1 束あたりの
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本数が少なくてすむため 25'"'-'30 束を処理できるが，反対に細い竹が多いと 1 日の工程は 10 束前後に落

ちる。モウソウチク材は最近本数で取り引きされることが多くなったが， 1 人 1 日の伐竹工程は 50 本前

後であり，これらの数値から束あたりの伐竹費が計算される。

乙訓郡の竹林では，他の生産部門から仕向けられる自給肥料や資材が投入されることは少ない。京都府

下でも交通に不便な地域では有機質肥料として准厩)J巴が相当量使われるが，本郡では大都市に近く下肥の

集荷にきわめて便利であり，堆厩肥が竹林に投入されることは少ない。

竹林業における土地や労働の収益力を知ろうとするためには，なおこれまで述べてきた費用以外に地代

や各種の資本利子が経営費として考慮されなければならないが，竹林業にあっては竹林のもつ生態的な特

異性のため造林費が不明確なこと，林地の時価は場所によってかなりの差異があり，妥当と思われる地代

の算定がむずかしいこと，さらにこの調査では対象とした竹林の林分構造や蓄積を測定するにいたらなか

ったので，本稿ではこれらの点には触れず費!目としては直接の物財費だけを上げた。

5.6. 土地収益力と労働報酬

5.4 の粗収入，および 5.5 の経営費から竹林業における土地の収主主性，家族労働の報酬を示すと第 8 表

のごとくである。

第 8表純収入と労働報酬

農家|粗収入|経営費|純収入|由古l反ム印刷労働量|労働報酬
A 24.600円 5.375円 19.225円 3.2反 6 ， 007 1司 4.1 日 1.463円
B 5 ,000 632 4.368 1.0 4.368 2.0 2 , 184 

C 17.000 2.306 14 ,694 2.0 7.347 2.0 3 ,673 

D 47.600 2.580 45 ,020 9.0 5.002 1.0 5.002 

E 156 , 125 17.440 138 ,685 30.0 4.622 1.0 4.622 

平均 5.468 2.0 2.734 

(マダケ)

C 16.900 3.086 13.814 2.0 6.907 2.5 2 , 762 

D 5 1, 510 2.792 48 ,718 7.8 6 ,245 5.5 1.135 

E 96.900 13.609 83.291 10.0 8.329 2.9 2.872 

平均 7 , 160 3.6 1.989 

モウソウチク林からの反あたり純収入は 5.000 円前後，マダケ林では 7.000 円くらいとなるが， 5.4. 

5.5 に述べたごとく竹林から収穫される生産物や投入される労働や資本財の内容は個々の場合でかなり異

なるo

同表に示した労働報酬は，反あたり純収入を反あたり労働投入量で割った数値である。この場合純収入

は，粗収入から物財費のみを差し引し、た値であるから，このなかにはなお地代や各種の資本利子が含まれ

ている。したがって，労働報酬もまた本来の意味のそれを表わしてはいないが，既述のような竹林業の特

異性から，ここでは便宜的なものをかかげた。個々の農家における労働報酬のかなり大きな相違は竹林業

の作業形態の差異からくるものであるが，この数値からだけで直ちに経営の成果を決めることは当を得な

い。竹林業の労働投入量は前述のように一般に少なく，また農閑期の余剰労働力を使用しうるから，農家
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経済の上からは単位労働の報酬は少なくなってもより多くの労働や資本財を投入して竹林からの収入を増

加させることが望まれる。

次に上記のごとく竹林部門における土地や労働の収益性を他の生産部門と比較すると次のごとくであ

る。

反あたり粗収益

F 純収益

家族労働報酬

反あたり労働投入量

第 9表部門別純収益と労働報酬

稲作

28 ， 088円

22 ， 723円

1 ，.172円

155時間

マダケ |モウソウチク

I 6 ,336 

5 ,468 

2 ,734 

16 

上表において稲作，モウソウ畑作に関する数値は，京都府庁農林部が行なった農家経済調査によるもの

である。稲作は京都府下における 21 戸の調査事例から，モウソウ畑作は乙訓郡における 5 戸の調査事例

の平均値を示している。ここでは竹林部門と対比するため，いずれも経営費に地代や資本利子を算定に入

れないものだけをかかげている。また竹林部門では生産物は全部販売されるから，収入と収益は同一に見

ることができる。しかし広い範囲のなかで調査農家数が少なくて数値の普遍性には若干問題を残すこと，

また竹林部門がいずれもすでに成林している状態から計算されており，普通林業の収主主計算で大きな割合

を占める諸資本利子が算定にはいっていないことなどからと表の数値を厳密に対照するのは不適当と思わ

れ，ここでは大ざっぱな相違を見い出す程度にとどめたい。

稲作は土地や労働の収主主性がともに大きく，販売面にも問題がなく，有利性と安全性にすぐれており農

家経営の基幹部門となっているのモウソウ畑作も反あたりの粗収入は 30 ， 000 円前後をうることができ

る。この点からのみすれば稲作と同じ程度の収益性をもつが，半面 1 反歩に投下されねばならない労働量

は稲作の1.5 倍くらいを必要とし，経営費も若干高く土地や家族労働の収益力は小さなものとなる。また

タケノコの需要と供給量は毎年変化し，農家がうける収入も一定でないc この点一般の青果物と同じ性質

をもっ。

竹材林部門においては単位面積から得られる粗収主主は農業部門に比べて著しく小さいが，半面反あたり

に投入される労働はきわめて少なくてすむために単位労働の収益力はかなり高いものとなる。農家経営内

.においては最も有利な部門であり，竹林の経営規模が大きな農家ほど年間の労働を平均して無理なく配分

しうるのみならず，総労働報酬を高めることができる。

調査された 5 戸の事例ではいずれも竹材林主モウソウ畑を併有しているが，乙訓郡には竹林としてはモ

ウソウ畑のみを所有している農家がかなり多L、。また最近は，モウソウチク林の一部をモウソウ畑に切り

換えている例もみられる。次に竹材林業とモウソウ畑作とを技術と経済性の両面から，少しく考察を加え

て見ょう。

モウソウチク林の所有面積が数反程度の場合には，竹材林としておくよりこれをモウソウ畑とした方が

農家の総所得を増す上から有利である。第 l 図に示したように農業部門のみの労働配分には農閑期にかな

りの余剰j労働力を残しており，モウソウ畑の諸作業は大部分この時期に行ないうるから，単位労働の収議

力は小さくても，土地収益力の大きなモウソウ畑として経営する方が自家労働をより完全に燃焼すること

ができ，また年間の総所得が大きくなり生活費にあてうる部分を多くすることができるわけである。
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しかしそウソウ畑作の生産規模にはだいたいの限度があり，家族労働力が 2-3 人程度の場合に雇傭労

働を使用しなければ 4-5 反以上を経営することは困難である。言葉を換えていえばこの程度が適正な生

産規様であると見られる。その理由は，モウソウ畑における作業の性質と単位労働の収主主力にあるp

モウソウ畑における諸作業については 4. において要約したが，これをさらに家族労働力との関係から

みると. 7-9 月ごろに主として行なわれる施肥除草等は一般に軽労働であるが. 12-2 月に行なわれる

土入れはかなりの重労働で主体は成年男子によって行なわれるのしかしこれらはいずれも季節的制約が

小さく比較的に融通性の大きな仕事であり，農関期に適時行なうことができる。これに対してタケノコの

収穫は 4-5 月の約 1 カ月聞に集中して行なわねばならず，この聞にし000 貫以上のタケノコを掘り取り

什1荷する。この作業は特に最盛期において相当の重労働であり，またかなりの熟練を要する仕事でもあ

る。タケノコの掘り取りは慎重に行なわないとタケノコを傷つけて商品的価値を落としたり，また地下茎

を傷つけて竹林の生産力を減返させたりすることがある。このため家族のだれもができるというものでは

なく，また時期的に農繁期の直前にあたり，夏ソサイの手入れや，田植えの準備に支障をきたすおそれも

ある。農家によってはモウソウ畑におけるこれらの諸作業に若干の雇傭労働を入れるところもあるが，こ

の地方の雇傭賃金は時期と作業種によりいくぶん差異はあるが一般に高く，日当 500 円前後であるから，

第 9 表に示したごとくモウソウ畑作の単位労働が 600 円前後の報酬を得ていることから照し合わせてこの

部門にあまり多量の雇傭労働を入れることはほとんど生産の意味をうしなう結果となるn このような事情

から，モウソウ畑作の生産規模にはおのずから一定の限度があるれ

竹材林にあってはこの点昔と比べて粗放な林業的経営が一般化している現在，単位面積あたりの投下労

働量は少なくモウソウ畑の 1 割くらいですむから，同様な条件の場所であれば農家は自家労働力のみをも

ってしでも，農閑期の余力を活用して 4-5 町歩の竹林を維持経営してゆくことは技術的に可能である。

しかし竹林業の労働集約度は既述のように一般林業に比べればかなり大きいから. 1 戸の農家が自家労働

のみをもって 10 町歩以上の竹林を維持することは困難と思われる。半面竹材林における諸作業は季節的

制約がモウソウ畑より弱く，労働投入の融通性は大である。しかも作業は一般に軽労働であって女でもで

きる仕事が多く，農閑期の遊休労働力を安く雇傭しうるO さらに竹材林における単位労働の収議性は上表

のように高し、から，相当の雇傭労働を使用してもなお十分に利益をとげることができるわけである。

モウソウ畑における作業形態は乙訓郡を通じてそれほど大きな差がなく，投入される労働量や，収益の

かなり大きな幅は主としてモウソウ畑の地形，土質等立地条件の相違からきているものと考えられるが，

竹材林にあっては作業形態もまた個々の場合で相当な差異を示す。背は一般に非常に集約度の高い農業的

な経営法がとられており，施肥としても下肥をマダケ林では 500-1.000 貫くらい与え，その他数年に一

度敷草や土入れも行なわれた。モウソウチク林に対しでも，マダケ林の 7-8 割の肥料を施与した主いわ

れる。反あたりに投入された労働量ふ平均して 10 数日であったと思われる。現在でもきわめて少数の

例ではあるが，このような集約な栽培をしている農家が残っている。半面竹林は立竹本数を多くしてウツ

ベイ度を高めれば，林地には草やかん木類はほとんどはえない。また竹は比較的やせ地にも耐える植物で

あるから収穫にあたって校葉を林外に持ち出さなければ，山林と同じく特に施肥や手入れを行わず，ただ

適当に伐竹しているだけでも毎年一定の収穫量をうることができる。さらに竹林では樹木林と異なり，成

林した状態では数十年から数百年にわたって地ごしらえ，植栽，枝打ちなどの手間も必要としないから，

方法によっては一般林業よりさらに労働粗放な経営も成立しうるわけである。乙訓郡の現状からすれば，
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これまで述べてきたように多少とも施肥や手入れが行なわれており，一般林業より集約度の高い経営が行

なわれている。

6. 竹林業の問題点

これまで，京都府乙訓郡における竹林業を農家経営内の一生産部門としての立場から，その経営経済的

な性質を述べてきた。竹林業は小面積経営の農家林業としていくつかの長所をもっていることが了解され

たことと思う。しかし乙訓郡における竹林業のように古い歴史と恵まれた自然的，経済的立地条件におか

れたところでも，昔に比べると，経営は粗放化し，竹林面積も減少していく傾向にある。竹林の経済的価

値は昔に比べて相対的に低くなっており，それは京都府下における竹材単価の戦前，戦後における推移を

見ても明らかに示されているつ

背，乙訓郡地方を含む京都府下南山城地方から産する竹材は京竹として品質にすぐれ，高flHiな商品であ

った。たとえば，マダケのヒ物ではその 4 束と米 1 俵とが交換されたといわれるc 戦前，同じくマダケの

上物は山元価絡が 1 束 3-4 円であり，現在価に換算すると束あたりし000 円くらいとなるわけである。

地位上のマダケ林 1 反歩からは毎年 30 束を収穫することができるから，反あたり 3 万円相当額の収入を

上げていたこととなり，これは持通稲作の粗収入に匹敵していた。戦時中，公定価格を定めた時，小売業

者着の価格はマダケのヒ物 1 束 18 円，中物 15 円，下物 12 円とされたっこれは終戦後 21 年ころまで

維持されたが昭和 22 年末には 1 束 100 円前後となり，その後徐々にとがって，現在上物で 1 束 500 円く

らいになっている。この価格の約 3 分の 2 が山元価格と見てよいコ

このように竹材単価のと昇率は戦前の 100 倍前後であり，一般物価が 300 倍前後となり，特に木材{曲絡

が需給の不均衡から 500 倍以とにもなっているものがあるのと比較して著しい対照を示しているc 山林の

経済的価値が一般的に高まり，集運材設備の改善と相まって山村経済が林業に依存する度合は持遍的に高

まりつつあるのに対して，多くの場合農家の身近にあり自然、的，経済的立地条件に恵まれた竹林のそれが

イ尽くなっている。

ここで竹林面積の減少の原因は乙ヨl陪ßの場合，竹林業の経済事情自体とは直接に関係の少ないものであ

る。乙訓郡は京都市に近く，そのなかを東海道線や私鉄が貫通しているので，近年住宅地として急速に開

けており，緩傾斜地に栽培されている竹林が開墾されて宅地に切り換えられた例がかなりある。その他若

干の竹材林がモウソウ畑に転換されている程度である。地方的に見れば竹林を開墾して果樹園としたり，

あるいはパノレプ材原料としてアカマツ林に切り換えたりしている例があるが，乙訓郡地方の竹林業はなお

一般林業と比較すれば高い収益性を維持しているため，これを山林に林種転換しようとする動きはなし

また農家は農業部門から一応生活に必要な収入を上げ，農繁期にはその家族労働を十分に燃焼しているか

ら竹林を耕地に変えようとする意図も少ない。

次に竹林業における経営の粗放化は，明らかに経済事情の変化に原因しているこ前述のように普は竹林

に対する施肥や手入れも非常にていねいに行なわれ，モウソウチク林，マダケ林の労働集約度や収益力は

現在の稲作のそれと匹敵していた。竹林業は林業というより，農業的経営の色彩が濃かったのである。こ

れが現在のように収益力も下がり，経営も粗放化して集約な林業経営と似た形態をとるようになった唯一

の原因は，竹材に対する一般的な需要の減少にあると考えられるc

竹材林は経営面では用材林にない有利な特質をもっているが，半面伐採後の流通利用面では若干の難点
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を有している。この問題は農家の経営自体からは離れたものであるが，その追究と対策は竹林業振興の前

提条件ともなるものであり，以下このような点、について若干の考察を加えて見ょう。

乙市1[郡の竹材について見ると，マダケは扇子，かご類，すだれ等の原料として，モウソウチクは輸出用

すだれの原料として比較的まとまった量が出てレるといわれるが，その他種々雑多なものに使用され，竹

材の取引きは規模の小さい多数の業者により細分されて行なわれるため，その生産，取引，流通等の実態

をつかむことが困難であり，行政機関においても正確な資料をうることができない。

竹材を原料とした家具や日用雑貨類，工芸品などは非常に種類が多く，その一つひとつをここにかかげ

ることはできないが，これらはいずれも小規模な家内工業的に生産されているものが多い。これまで一般

に竹材が使用されてきた面でも，現在では金属や合成樹脂可塑材などによってその領域を蚕食されてい

る。たとえば， ff，竹材の大きな需要源であった測だるやおけ類の輸竹としての使用量はびん詰となった

現在激減している また竹材特にモウソウチクの大径材は，漁業HJ資材として多量に使われてきた。これ

は台網や落絹の浮子(あば〉や，海苔養殖則の海苔ひび等が主なるものであり，乙訓郡からも東京，名古

屋，広jふその他褒日本漁業地帯に毎年移出されていたが，現在これらはし、ずれも耐久性のある金属や合

成樹脂可塑材に代替されて著しく減少している。その他土木，水工の資材として，あるいは建築資材とし

ての竹材使用量も少なくなっている。

このようにこれまでの竹材加工業は製品の性質から大規模な産業とはなり得ないこと，ならびに代替品

によりその領域を縮少されていることなどが，竹林業の一般に振わない最も直接的な原因と考えられるつ

なおそのうちにはいくつかの間題を含んでいる。

竹材は地方によって，価格の較差が非常に大きい。乙訓郡地方においては比較的に集約な栽培によって

品質のよい竹材が生産されているが，その価格も高したとえばマダケの 1 東は山元価格で平均250，"""300

円くらいであるが，これが他の地方，中国や九州地方の山地においてほとんど放任状態に生育した竹材で

は，マダケの 1 束が 50 円以下で取り引きされる。これを京阪神地区に運ぶと 1 束あたり， 100 円あまり

の運賃がかかるが，なお地元の竹より安く使うことができる。これらの竹材は多少とも品質が劣るが，特

に品質が要求されない場所に十分使えるので，これらの地方からも毎年多量の竹材がはいってくる。

竹材はまた木材に比べると一つ大きな欠点をもっている。それは竹材が一種の青物であって，林地に立

った状態でも伐採した後の貯蔵においても，長くおくことができないということである。樹木は林地に立

っている状態では，数十年から数百年にわたって毎年成長をつづけてその蓄積を増大してゆくのみならず

多くの場合その品質価値をも高めるσ 竹は既述のように約 1 カ月間で完全に成竹しその後は何年たっても

全く成長せず，ー材が成熟し固まってL、く。加工原料として成竹してから 3-4 年くらい経た竹材が最も良

いとされる。これは 7~8 年生くらいまでおくことができるが， 10 年生以上にもなると，材が老化しで

もろくなり強度や粘り等の性質が悪くなり，原料としての価値は著しく落ちるC

竹材は 3"'4 年生くらいのものが欧から冬にかけて伐採されるが，これはいったん伐採されると，その

ままでは翌年の夏を越すことは困難であるつ土場につみ上げた場合はもちろん，屋内に貯蔵された状態で

も，梅雨から夏にかけて特に下積みの竹材が腐敗，変質しやすし、。

竹材がいわゆる油抜きされ，加工され製品となったものでもなお虫害に侵されやすい欠点をもってい

るG これは輸出品の場合，特に問題となる欠点である。多量の製品を長期にわたって倉庫の中に保管した

札輸送中密閉された船槽内におかれた状態では虫害をうけやすし、。これらの虫菌害に対する安価で確実



京都府乙訓郡における農家の竹林経営について(研究資料) (鈴木〉 ー→ 225 ←ー

な解決策は加工業界が技術面で直面している大きな問題の一つであるc

乙訓郡から現在どれくらいの竹材が出ているかは良く解らないが京都府の南部諸郡，南山城地区を通じ

て年間 30 万束くらいとみられているe その井j途は前述のように圏内向の扇子，かご類，すだれなどを主

とし，その他非常に種々なる竹材加工品であるO これらのものはいずれかというと安価な消耗品か，ある

いは全くの趣味的な商品が多い。その需要量は毎年あまり変化がなく，今後も増大する予想、は少ない。竹

材の酒造業，水産業，土木主主築業用資材としての需要が減った現在では，乙訓郡においても竹林生産力は

需要量をはるかに越しているものと考えられるc この地方の竹林業が期待する活路は，外需要用竹材加工

業の今後の発展にあるo

輸出向竹製品は戦後主として京阪神でアメリカ向けに相当量が生産され，品質がすぐれている乙訓郡の

竹材はその原料として喜ばれて一時は需要が生産力を越した時期もあったご製品の主なるものはすだれ，

竹ベニア，扇子，かご類，マット等であり，昭和 26 年前後のピークには生産が追いつかないというプー

ムをもたらしたが，その後製造業の乱立による競合や験人気質による近代感覚の欠如などで発展がおさえ

られ，昭和 33 年度くらいには激減しているゥ乙訓郡地方における竹林業の発展のためには，この種の企

業が今後立ち直り健全な発展をすることが最も望まれるところであるの

しかし，さらに一般的な見Hをすれば，竹材がこのように手芸的な家具類や日用品類のみに使用されて

いるかぎりにおいては，竹林業は今後安定した発展を期待できないのではないかと思われる。竹材をもっ

と新しい近代産業の原料として，たとえば竹パルプ判やファイパー・ボード幻などとして使用しうるよう

4こもってゆくべきであろう c

竹林は単位面積あたりの生産力が大きく，農家の副業としても種々の利点をもっているが，竹林は山林

の面積に比べれば小さく，竹材生産量もわずかなものであるため，竹林業はしばしば林務行政の盲点とな

り，竹材利用面の|対発は近代産業や研究機関において看過されがちである。資源に乏しいわが国において

は，竹林のもっているいろいろな特質をもっと有効に活用するよう，今後このような面にも意を注ぐこと

ムが期待される。
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